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健
生
会
ニ
ュ
ー
ス
八
月
号 

    

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
歴
史 

健
生
会
名
誉
会
長 

上
西
正
夫 

 

時
代
は
三
十
三
年
溯
る
。
私
が
練
馬

区
福
祉
会
館
の
館
長
時
代
の
頃
だ
っ
た
。 

未
だ
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
云
う
事
が

世
に
知
れ
渡
っ
て
い
な
い
時
代
だ
っ
た

の
で
、
当
時
の
東
京
都
福
祉
事
務
所
の

事
務
局
長
に
、
講
師
の
依
頼
を
し
た
。

大
学
教
授
の
先
生
は
快
く
引
き
受
け
て
、

毎
月
一
回
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
講
座
を

開
催
し
て
く
れ
た
。 

 

毎
回
満
席
の
状
態
で
、
私
は
皆
が
関

心
を
持
っ
て
い
る
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
だ

な
と
、そ
の
反
響
の
大
き
い
事
に
驚
き
、

嬉
し
か
っ
た
。
毎
回
、
私
も
参
加
し
て

学
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。 

 

そ
の
内
私
の
定
年
退
職
が
近
づ
い
て

来
た
頃
、
区
の
福
祉
課
長
か
ら
突
然
の

相
談
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
厚
生
部
と

し
て
福
祉
事
務
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運

営
委
員
会
が
有
名
無
実
で
何
に
も
活
動

し
て
い
な
い
の
で
、手
伝
っ
て
欲
し
い
」 

       

と
の
依
頼
だ
っ
た
。 

 

私
は
突
然
の
話
だ
っ
た
の
で
、
遠
慮

し
た
所
、「
是
非
共
引
き
受
け
て
く
れ
」

と
の
事
で
、
引
き
受
け
た
。
私
が
入
っ

た
事
で
当
然
村
上
局
長
と
の
内
部
改
革

に
つ
い
て
の
意
見
の
対
立
は
あ
っ
た
。

私
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
練
馬
に

広
め
た
い
」
と
云
っ
た
ら
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
な
ん
て
、
福
祉
事
務
所

の
隣
に
あ
れ
ば
良
い
ん
だ
」
と
の
ご
詫

宣
だ
っ
た
。 

こ
れ
で
は
話
に
な
ら
な
い
と
思
い
、

練
馬
区
全
域
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
そ
れ
等
の
統
括
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
や
る
。
そ
の
改
革

論
を
陳
情
書
に
書
い
て
、
練
馬
区
議
会

に
提
出
。
勿
論
採
択
と
な
り
、
各
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
設
立
を
各

出
張
所
に
協
力
を
求
め
た
。
現
在
の
姿

は
そ
の
時
の
状
態
が
そ
の
ま
ま
受
け
継

が
れ
て
い
る
。 

 

丁
度
、
そ
の
頃
か
ら
依
頼
が
あ
っ
て

高
齢
者
に
対
す
る
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

       

を
引
き
受
け
て
く
れ
と
の
事
。「
区
は 

ち
ゃ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
用

し
て
い
る
ん
だ
な
」
と
感
じ
て
、
喜
ん

で
引
き
受
け
た
。
こ
の
事
業
は
皆
さ
ん

の
協
力
の
賜
物
で
一
つ
の
事
故
も
な
く

行
わ
れ
て
き
た
。 

 

平
成
十
一
年
十
二
月
に
岩
波
区
長
か

ら
の
感
謝
会
が
あ
っ
た
。
私
の
隣
に
い

た
人
が
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者
だ

っ
た
。 

 

健
康
だ
よ
り
第
一
七
三
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
七
月 

 

免
疫
力
を
高
め
る
体
の 

 
 
 

防
御
シ
ス
テ
ム
第
六
弾 

 

長
寿
の
秘
訣
研
究
会  

松
島 

勇
次 

 

免
疫
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
第
六
弾
の

食
材
は
、
貝
類
、
肉
と
卵
類
、
レ
バ
ー

で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
と
ミ
ネ
ラ
ル
の
宝
庫

（
貝
類
）、
貝
類
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
、
必
須
ア
ミ
ノ
酸
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
タ
ウ
リ
ン
も

多
い
し
、
貝
類
に
多
く
含
ま
れ
る
（
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
１２
）
は
赤
血
球
の
合
成
に
必

要
で
、
不
足
す
る
と
悪
性
貧
血
を
起
こ

し
ま
す
。
ま
た
、
生
体
リ
ズ
ム
を
正
常

に
保
ち
、
血
液
中
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
量

を
調
整
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。
か
き

の
旨
み
は
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
で
糖
質
を
中

心
に
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や
グ
ル
シ
ン
、

ア
ラ
ニ
ン
な
ど
の
ア
ミ
ノ
酸
が
多
い
の

で
す
。
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
も
あ
り
、
肝
臓
の
機
能
を
強
化
す

る
働
き
も
あ
り
ま
す
。 

 

主
な
貝
類
は
、
あ
さ
り
、
し
じ
み
、

ホ
タ
テ
貝
、
か
き
、
は
ま
ぐ
り
等
。 

（
肉
と
卵
類
）
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
と

ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で
す
。
肉
は
体
の
構

成
が
人
間
と
良
く
似
て
い
る
た
め
、
栄

養
源
と
し
て
最
も
効
率
が
良
い
食
べ
物

で
す
。 

 

共
通
し
て
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
含
ん
で
い
ま
す
。
豚
肉
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
群
が
非
常
に
豊
富
で
、
鶏
肉
は
ビ
タ

ミ
ン
Ａ
と
セ
レ
ン
が
多
く
、
さ
さ
身
は

脂
肪
が
少
な
く
て
消
化
吸
収
が
良
い
食

品
で
す
。 

 

牛
肉
は
ア
ミ
ノ
酸
組
成
に
優
れ
、
亜

鉛
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
卵
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に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
以
外
の
栄
養
素
が
す

べ
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
し
、
卵
の
た
ん

ぱ
く
質
は
、
理
想
的
な
ア
ミ
ノ
酸
の
組

み
合
わ
せ
で
、
卵
の
卵
黄
に
多
く
含
ま

れ
る
（
コ
リ
ン
）
は
神
経
組
織
の
材
料

に
な
り
ま
す
。 

 

レ
バ
ー
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が
大
量
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
強
力
な
パ
ワ
ー
を

持
つ
（
レ
バ
ー
）
動
物
の
内
臓
の
な
か

で
、
良
く
食
べ
て
い
る
の
が
、
肝
臓
（
レ

バ
ー
）
で
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多

い
の
で
、
焼
き
鳥
や
レ
バ
ー
料
理
は
、

一
週
間
に
一
度
ぐ
ら
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、
特
に
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
２
が
多
い
、
Ｂ
２
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
に
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
亜

鉛
や
セ
レ
ン
、
鉄
な
ど
の
免
疫
力
を
高

め
る
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
摂
取
す
る
よ

う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

■
：
映
画
「
デ
ン
デ
ラ
」 

 

Ｔ
・
Ｈ 

 

ギ
タ
リ
ス
ト
深
沢
七
郎
原
作
の
「
楢

山
節
考
」
は
極
寒
・
極
貧
の
村
に
伝
わ

る
姥
捨
て
の
掟
を
現
実
と
受
け
止
め
、

む
し
ろ
詩
情
豊
か
に
語
る
。 

 

そ
の
パ
ロ
デ
イ
で
あ
る
映
画
「
デ
ン

デ
ラ
」
も
序
盤
は
。
主
人
公
カ
ユ
（
浅

丘
ル
リ
子
）
が
お
山
行
き
を
心
か
ら
待

ち
望
ん
で
お
り
、息
子
に
背
負
わ
れ「
極

楽
浄
土
！
極
楽
浄
土
！
」
と
唱
え
な
が

ら
お
参
り
の
場
に
着
く
。
息
子
を
下
山

さ
せ
、
雪
の
中
に
横
た
わ
り
、
間
も
な

く
寒
さ
故
に
眠
る
よ
う
に
気
を
失
う
。

こ
こ
ま
で
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。 

目
を
覚
ま
し
た
カ
ユ
は
、
洞
窟
の
様
な

処
で
以
前
に
お
山
入
り
し
た
知
り
合
い

達
に
会
う
。
ま
だ
生
き
て
お
り
、
そ
こ

が
浄
土
で
無
い
こ
と
を
知
る
。 

 

映
画
は
、全
く
異
な
る
展
開
と
な
る
。  

 

三
十
年
前
に
お
山
入
り
し
百
歳
に
な
る

メ
イ
（
草
笛
光
子
）
は
、
山
に
捨
て
ら

れ
た
事
を
納
得
せ
ず
、
何
が
何
で
も
生

き
延
び
よ
う
と
火
を
起
し
、
洞
窟
を
見

つ
け
、
次
々
と
捨
て
ら
れ
て
来
る
女
達

を
助
け
、
五
十
人
の
女
だ
け
で
共
同
体

「
デ
ン
デ
ラ
」
を
創
り
上
げ
た
。
下
の

村
と
は
違
い
、差
別
も
い
じ
め
も
無
く
、

少
な
い
食
べ
物
も
分
け
合
い
、
病
の
者

は
皆
で
助
け
る
。「
皆
で
分
け
合
え
ば
ひ

も
じ
い
け
ん
ど
、
飢
え
死
に
す
る
者
は

だ
ー
れ
も
居
ね
ー
だ
！
」 

 

メ
イ
は
村
へ
の
恨
み
か
ら
、
襲
撃
し

て
皆
殺
し
を
計
画
し
て
い
た
。
多
く
は

メ
イ
に
従
う
が
、
村
で
一
番
差
別
さ
れ

蔑
ま
さ
れ
て
い
た
マ
サ
リ
（
倍
賞
美
津

子
）
は
「
食
料
を
集
め
デ
ン
デ
ラ
を
も

っ
と
良
く
し
て
い
こ
う
」
と
主
張
、
カ

ユ
は
「
子
や
孫
が
暮
ら
す
村
を
襲
う
な

ど
出
来
な
い
」
と
言
う
。
リ
ー
ダ
ー
の

メ
イ
は
意
見
の
異
な
る
者
を
排
除
し
た

り
は
せ
ず
、
従
う
者
だ
け
で
準
備
を
続

け
る
。
が
、
そ
こ
に
大
き
な
障
害
が
立

ち
は
だ
か
る
。
巨
大
熊
の
襲
来
は
全
員

で
力
を
合
わ
せ
、大
き
な
犠
牲
の
果
て
、

熊
の
子
供
を
殺
し
親
を
山
に
追
い
や
り
、

一
団
は
メ
イ
を
中
心
に
村
の
襲
撃
に
繰

り
出
す
。 

だ
が
そ
こ
に
、
巨
大
熊
の
何
倍
も
の
悲

劇
が
待
ち
受
け
て
い
た
・
・
・
。 

 
 

 

＊
映
画
は
パ
ロ
デ
イ
だ
が
滑
稽
さ
よ
り
、

黒
澤
映
画
か
西
部
劇
の
如
き
迫
力
。 

＊
原
作
は
佐
藤
友
哉
、
三
十
歳
。
三
島

由
紀
夫
賞
を
史
上
最
年
少
で
獲
得
。 

＊
監
督
は
天
願
大
介
。「
楢
山
節
考
」
の

今
村
監
督
の
子
息
。 

 
 

＊
豪
華
女
優
陣
が
見
事
な
ヨ
ゴ
レ
ぶ
り

で
迫
力
満
点
。
★
★
★
★
☆ 

 

◎
「
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
の
頁
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

保
坂 

武
雄 

 

 

三
月
に
誕
生
し
た
「
健
生
会
ホ
ー

ム
・
ペ
ー
ジ
」
は
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
を
始

め
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
「
練

馬
健
生
会
」
と
打
ち
込
む
と
ト
ッ
プ
に

出
て
き
ま
す
。
会
長
挨
拶
、
活
動
一
覧

表
、
二
月
か
ら
の
毎
月
の
健
生
会
ニ
ュ

ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。
各
サ
ー
ク
ル
活

動
は
「
パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン
」「
き
ら
ら
・

カ
レ
ー
作
り
」「
繭
の
会
」「
ナ
ベ
さ
ん

の
囲
碁
サ
ロ
ン
」
が
既
に
掲
載
さ
れ
、

現
在
準
備
中
は
「
練
馬
シ
ル
バ
ー
・
コ

ー
ラ
ス
」「
お
し
め
た
た
み
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
で
、
七
月
中
に
は
載
る
予
定
で

す
。
他
の
グ
ル
ー
プ
も
ご
準
備
願
い
ま

す
。
写
真
撮
影
な
ど
必
要
な
こ
と
は
、

是
非
仰
っ
て
下
さ
い
。 

 

ペ
ー
ジ
は
少
し
ず
つ
、
改
良
を
重
ね

八
月
中
に
は
ご
意
見
や
質
問
も
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
現
在
は
「
練
馬

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
・

ペ
ー
ジ
の
中
に
間
借
り
し
て
い
る
状
態

で
、
若
干
使
用
勝
手
が
悪
い
で
す
が
、

会
と
し
て
の
ブ
ロ
グ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

サ
ー
ク
ル
活
動
そ
の
他
を
日
誌
風
に
載

せ
て
見
や
す
く
す
る
予
定
で
す
。 

皆
さ
ん
が
見
る
こ
と
で
ヨ
チ
ヨ
チ
か
ら

本
格
的
に
歩
き
出
し
ま
す
。
ご
意
見
や

ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

■
「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」 

感
想 

 
 

Ｔ
・
Ｈ 

・
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
、
な
ん
と
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
音
楽
会
だ
ろ
う
。
私 

は
受
付
・
会
場
係
と
写
真
担
当
を
し
つ

つ
鑑
賞
・
感
動
し
た
。
だ
が
歌
う
側
は

何
倍
も
感
動
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

趣
味
を
長
く
続
け
、
レ
ベ
ル
を
上
げ
、

人
々
に
感
動
を
与
え
る
ま
で
に
上
達 
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す
る
。
こ
の
喜
び
を
見
て
、
羨
ま
し
い

限
り
だ
っ
た
。 

 
指
一
本
で
奏
で
る
迫
力
、
伴
奏
も
無

く
指
揮
も
無
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
素
晴
ら

し
さ
、
日
頃
の
忙
し
さ
も
病
も
年
齢
も

乗
り
越
え
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
。
会

場
全
体
に
目
に
は
見
え
な
い
、
言
葉
以

上
の
対
話
が
広
が
っ
て
い
た
。 

・
出
演
者
が
ア
マ
チ
ュ
ア
で
、
運
営
も

健
生
会
会
員
の
み
で
行
わ
れ
た
。 

企
画
、
集
客
、
集
金
、
告
知
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
舞
台
の
設
営
、
受
付
、
会
場
整

理
、
司
会
、
出
演
者
の
リ
ハ
ー
サ
ル
か

ら
そ
の
お
手
伝
い
ま
で
、
全
て
自
前
で

行
っ
た
の
は
凄
い
。
そ
の
結
果
、
大
変

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
経
費
で
上
が
っ
た
。

日
頃
か
ら
例
会
の
運
営
、
ニ
ュ
ー
ス
の

編
集
、
印
刷
、
発
送
ま
で
を
外
注
せ
ず

に
こ
な
し
て
い
る
事
の
成
果
だ
。 

 

長
い
歴
史
の
蓄
積
、
現
メ
ン
バ
ー
の

能
力
の
高
さ
と
努
力
を
見
た
。 

 

音
楽
会
は
大
成
功
裏
に
終
了
、
早
く

も
第
二
回
開
催
の
話
題
が
出
て
い
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
。 

 

 『
健
康
は
、
人
と
社
会
と
つ
な
が
っ
て
』 

☆
ね
り
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ニ
ュ
ー
ス
よ
り 

 

健
生
会
は
今
年
で
な
ん
と
二
十
八
年

目
、
会
員
は
五
十
代
か
ら
百
歳
を
超
え

る
１
９
３
人
（
取
材
日
現
在
）
で
構
成

さ
れ
、
平
均
年
齢
は
七
十
六
歳
！ 

 

な
ん
と
一
度
も
会
員
の
募
集
を
し
た

こ
と
が
な
く
、
す
べ
て
紹
介
、
口
コ
ミ

で
集
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
れ
だ
け
の

大
所
帯
を
抱
え
、
ど
の
よ
う
に
活
動
を

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
会
長
の
青

木
玲
子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。 

 

「
活
動
内
容
は
《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
》《
サ
ー
ク
ル
活
動
》《
健
康
学
習
活

動
》
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

ら
の
中
に
旅
行
、
手
芸
、
音
楽
、
運
動

な
ど
の
サ
ー
ク
ル
が
沢
山
あ
る
ん
で
す

よ
。
活
動
予
定
に
つ
い
て
は
毎
月
、
会

報
を
発
送
し
て
お
知
ら
せ
し
、
自
発
的

に
や
り
た
い
こ
と
、
で
き
る
こ
と
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
！
」 

 

健
生
会
の
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

発
足
か
ら
二
十
五
年
間
会
長
を
務
め
ら

れ
た
、
名
誉
会
長
の
上
西
正
夫
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
。「
私
は
戦
争
の
時
、

特
攻
隊
員
で
死
を
覚
悟
し
て
い
ま
し
た

が
、
出
陣
の
前
日
に
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。
戦
後
、
当
時
は
不
治
の
病
と
言
わ

れ
て
い
た
肺
結
核
を
患
っ
た
り
・
・
・
、

何
度
も
生
き
延
び
て
き
た
ん
で
す
。
健

康
の
大
事
さ
を
噛
み
し
め
『
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
り
、
み
ん
な
の
健
康
は

皆
で
守
ろ
う
』
を
会
の
目
標
と
し
て
、

健
生
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」。 

 

現
在
、
八
十
代
の
上
西
さ
ん
、
三
年

前
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
る
青
木
さ
ん

に
会
長
を
任
せ
、
ご
自
身
は
旅
行
や
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど
…
今
な
お
青
春
を
謳

歌
中
で
す
。（
笑
） 

 

青
木
会
長
の
今
後
の
展
望
は
…
。「
役

員
十
二
名
、
ず
ー
っ
と
手
弁
当
で
や
っ

て
き
た
の
は
一
つ
の
誇
り
で
し
た
が
、

負
担
は
か
な
り
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
こ
と
を
考
え
、
今
年
中
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
す
る
予
定
で
す
。
助
成
金
を

受
け
、
せ
め
て
役
員
さ
ん
に
交
通
費
ぐ

ら
い
は
支
給
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
と

ね
！
」 

 

青
木
会
長
は
と
て
も
良
く
笑
い
ま
す
。

周
囲
を
明
る
く
照
ら
し
、
ご
自
身
も
楽 

し
い
、
こ
れ
こ
そ
一
番
の
健
康
法
な
の 

             

か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
） 

 

取
材
当
日
の
五
月
十
八
日
は
。「
健
生

会
主
催
に
よ
る
「
第
一
回
み
ん
な
の
お

ん
が
く
か
い
」
が
練
馬
公
民
館
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
演
者
は
青
木

会
長
が
イ
ベ
ン
ト
に
出
向
い
て
、
見
込

ん
だ
サ
ー
ク
ル
に
声
を
か
け
、
趣
旨
に

賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
合
唱
、
楽
器
演

奏
、
指
笛
な
ど
の
７
サ
ー
ク
ル
。
気
持

ち
の
通
っ
た
あ
た
た
か
い
音
楽
会
で
し

た
。 

 

  

            

 

 
 
 
 
 

俳 

句 
 
 
 

 

中
村 

 

清 

 
 
 
 
 
 
 

七 
 

夕 

 
 

 

自
己
主
張
し
て
い
る
如
き
ス
イ
ト
ピ
ー 

 
 

熱
中
症
か
か
り
し
と
師
の
見
舞
状 

 
 

余
震
な
お
ペ
ー
ジ
を
捲
る
ふ
み
子
の
忌 

 
 

七
夕
や
折
れ
ぬ
心
で
鶴
を
折
る 

 
 

万
歩
計
万
緑
の
中
揺
れ
行
け
り 

  
 

◎
使
用
済
み
切
手
収
集 

協
力
者 

島
田
フ
サ
子 

若
菜 

良
江 

並
木
み
や
子 
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◎
例
会
報
告 

 

宮
田 

頼
子 

六
月
十
四
日
（
火
） 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

講
師 

遠
武 

健
好
氏 

  

★
放
射
能
と
健
康
に
つ
い
て 

① 

目
に
見
え
な
い
放
射
能
は
雲
の
よ

う
に
全
世
界
に
漂
っ
て
い
ま
す
。 

一
八
九
五
年
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
博
士
が
Ｘ

線
を
発
見
。
翌
年
ベ
ク
レ
ル
博
士
が
放

射
能
、
一
八
九
八
年
に
は
キ
ュ
ー
リ
ー

夫
人
が
病
気
治
療
に
役
立
つ
放
射
線
、

ラ
ジ
ウ
ム
、ポ
ロ
ニ
ウ
ム
を
発
見
し
た
。

当
時
は
放
射
線
に
よ
っ
て
血
液
が
破
壊

さ
れ
て
し
ま
う
症
状
ま
で
研
究
が
進
ん

で
い
な
か
っ
た
。
キ
ュ
リ
ー
夫
人
と
助

手
た
ち
は
白
血
病
で
死
亡
し
ま
し
た
。 

 

福
島
原
発
の
事
故
で
始
ま
っ
た
放
射

能
に
関
す
る
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

四
十
年
前
に
原
子
力
発
電
所
で
作
業
し

て
い
た
男
性
が
心
筋
梗
塞
の
症
状
を
原

発
と
関
連
し
て
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

 

九
歳
の
時
、
長
崎
で
被
爆
し
た
遠
武

氏
は
「
後
縦
靭
帯
骨
化
症
」
と
い
う
難

病
指
定
の
症
状
に
罹
っ
て
居
り
、
原
爆

に
起
因
す
る
の
か
、判
明
し
て
い
な
い
。 

今
後
５
年
先
、
十
年
先
、
放
射
能
の
影

響
を
受
け
た
病
気
が
多
様
な
形
で
、
難

病
と
し
て
現
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

医
療
関
係
者
も
原
子
力
研
究
者
も
人

体
に
及
ぼ
す
影
響
が
ど
の
よ
う
な
危
険

な
形
で
現
れ
る
の
か
等
、
余
り
に
大
き

な
問
題
な
の
で
想
定
外
と
し
て
情
報
開

示
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

② 

水
素
爆
発
ま
で
惹
き
起
こ
し
た
福

島
原
発
は
広
島
、
長
崎
よ
り
五
百
倍
も

三
百
倍
も
大
き
な
放
射
線
が
流
れ
出
て

い
る
。
い
つ
ま
で
終
息
し
な
い
の
か
？ 

便
利
で
清
潔
な
生
活
を
目
指
し
て
研
究

を
重
ね
て
開
発
し
た
効
率
の
よ
い
原
子

力
発
電
も
地
震
、
大
津
波
と
い
う
自
然

の
驚
異
に
敵
わ
な
か
っ
た
の
は
最
大
の

不
幸
で
す
。 

 
世
界
唯
一
の
被
爆
国
日
本
は
、
こ
の

狭
い
国
土
に
五
十
四
ヵ
所
も
の
原
子
力

発
電
所
を
建
設
す
る
前
に
、
放
射
能
の

恐
ろ
し
さ
を
想
起
し
て
、
宇
宙
へ
進
出

し
て
資
源
を
探
し
た
り
、
ア
ニ
メ
の
物

語
が
予
言
し
て
い
る
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト

作
業
員
を
製
造
し
て
か
ら
、
よ
り
安
全

な
、
何
が
起
き
て
も
事
故
を
最
小
限
に

止
め
る
事
の
出
来
る
発
電
設
備
を
持
っ

て
欲
し
か
っ
た
と
感
想
を
持
ち
ま
し
た 

 

出
席
者
：
二
十
三
名 

会
員
外
一
名 

      

■
歩
こ
う
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

若
月 

た
ね
子 

 

以
前
健
生
会
ニ
ュ
ー
ス
で
遠
武
さ
ん

の
「
歩
こ
う
会
に
つ
い
て
」
の
案
内
を

読
み
ま
し
た
。
思
い
当
た
る
事
ば
か
り

で
是
非
参
加
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
、

第
一
回
か
ら
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

☆
練
馬
駅
午
前
七
時
集
合 

七
時
五
分
出
発
。
練
馬
駅
ま
で
、
私

の
家
か
ら
歩
い
て
二
十
五
分
は
か
か
り

ま
す
。
そ
の
日
は
私
の
起
床
は
五
時
半

に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
私
の
生
活
態

度
か
ら
は
と
て
も
無
理
だ
と
思
っ
た
の

で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
、
一
日
の
時
間

の
使
い
方
を
考
え
直
し
て
実
行
し
よ
う

と
思
っ
た
の
で
す
。 

 

普
段
私
が
床
に
入
る
の
が
十
一
時
過

ぎ
、
そ
れ
か
ら
読
み
た
い
本
を
と
り
出

し
頁
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
頭
が

冴
え
て
来
て
、
ハ
ッ
と
気
づ
く
と
午
前

一
時
半
、
し
ま
っ
た
！
と
す
ぐ
眠
り
に

つ
き
、
目
が
覚
め
る
と
朝
八
時
近
く
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
な
毎
日
を
く

り
返
し
て
い
た
私
で
す
。 

 

一
方
、
主
人
は
夜
九
時
に
な
る
と
自

分
の
部
屋
に
行
き
朝
は
四
時
半
起
床
、

規
則
正
し
い
生
活
で
、
私
の
時
間
の
い

い
加
減
さ
に
あ
き
れ
て
い
ま
す
。
私
の

若
い
時
か
ら
の
悪
い
癖
な
の
で
す
。 

☆
歩
く
時
間
、
約
二
時
間
三
十
分 

時
間
の
使
い
方
の
悪
い
私
で
す
が
日

中
は
出
来
る
だ
け
身
体
は
動
か
し
、
休

む
時
間
も
程
々
に
し
て
立
ち
働
い
て
お

り
ま
す
の
で
特
に
体
操
と
か
歩
く
訓
練

を
し
な
く
と
も
支
障
な
い
毎
日
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
位
の
歩
行

時
間
は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

東
北
大
地
震
の
悲
惨
な
現
状
を
テ
レ

ビ
等
で
見
聞
き
す
る
度
に
自
分
の
甘
い

わ
が
ま
ま
な
考
え
を
い
っ
と
き
も
早
く

正
し
て
、
明
日
を
も
わ
か
ら
な
い
年
齢

の
自
分
自
身
を
如
何
処
せ
ば
よ
い
か
、 

真
剣
に
考
え
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加

し
て
真
の
健
康
を
取
り
戻
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

当
日
は
練
馬
出
発
、
豊
島
園
駅
、
練

馬
春
日
町
、光
が
丘
公
園
、光
が
丘
駅
、

成
増
駅
、
軽
食
後
解
散
（
光
が
丘
公
園

は
大
体
半
周
）
初
め
て
行
っ
た
緑
濃
き

光
が
丘
公
園
は
森
林
浴
に
ふ
さ
わ
し
く
、

心
地
よ
い
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
昼
近
く
な
る
と
流
石
に
暑
か
っ

た
で
す
。 

第
三
回
出
席
者 

青
木
玲
子
、河
合
寿
恵
子
、島
津
英
子
、 

本
名
絹
子
、
八
島
よ
し
子
、
若
月
た
ね

子
、
リ
ー
ダ
ー 

遠
武
健
好 

 

次
回
八
月
十
三
日
（
土
）
は
、
池
袋

方
面
を
予
定
。 

第
四
回 

歩
こ
う
会 

  八
月
十
三
日
（
土
）
を
予
定
し 

て
お
り
ま
す
。 

 

遠 
 

武 
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「
七
月 

役
員
会
」 

報
告 

（
四
日
・
出
席
者
） 

青
木
玲
子 
池
神
幸
子 

秋
元
婦
み
子 

上
西
正
夫 
内
田
稚
代 

菅
原
美
佐
子 

近
江
勇
吉 

保
坂
武
雄 

中
村
千
代
古 

宮
田
頼
子 

山
口
得
代 
（
司
会 

池
神
） 

 

☆
巻
頭
言
の
執
筆
者
が
四
名
に
、青
木
、 

上
西
に
加
え
て
保
坂
、
渡
邊
顧
問
に
依

頼
、
役
員
会
の
承
認
を
得
た
。 

☆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
今
週

中
に
決
定
し
、
役
員
に
知
ら
せ
る
。
又 

ブ
ロ
グ
を
立
ち
上
げ
る
事
を
承
認
し
た
。 

★
納
涼
会
の
役
割
分
担
、茶
平 

七
月
三

十
日
（
土
）
司
会
、
山
口
、
ビ
ン
ゴ
、

菅
原
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
内
田
。 

☆
「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」 

次
年
度
再
度
開
催
す
る
事
を
決
定
。
次

期
、
内
容
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次

回
の
役
員
会
で
。 

☆
九
月
例
会
九
月
十
三
日
（
火
）「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
つ
い
て
」
の
長
澤
さ
ん
の
講
演
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会
・
保
坂 

☆
健
生
会
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
委
員
会
に
青

木
、
内
田
、
近
江
、
保
坂
が
加
わ
る
。 

☆
健
康
連
絡
会
九
月
は
当
番
月
九
月
十

六
日(

金)

豊
玉
保
健
相
談
所
三
階
十
時

よ
り
、
お
茶
当
番 

山
口
。 

 

 

☆
大
江
戸
花
め
ぐ
り
十
一
月
八
日（
火
） 

次
号
に
お
知
ら
せ
の
囲
み
記
事
を
載
せ

る
（
担
当 

保
坂
） 

ニ
ュ
ー
ス
に
は
九
月
末
に
載
せ
る
。 

★
パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン
は
八
月
お
休
み 

☆
発
送
の
日
の
責
任
者
を
再
度
確
認
。 

手
渡
し
は
菅
原
、ク
ロ
ネ
コ
便
は
山
口
。 

☆
例
会
「
放
射
能
と
健
康
」
に
つ
い
て

の
記
事
を
書
く
、
宮
田
。 

☆
話
の
ひ
ろ
ば
投
稿
依
頼 

会
員
全
員
に
八
月
十
日
ま
で
の
投
稿

依
頼
を
し
、
原
稿
用
紙
を
入
れ
る
。 

☆
健
生
会
パ
ネ
ル
の
預
か
り
方
、
現
在

は
中
村
宅
が
保
管
。
大
き
す
ぎ
て
持
ち

運
び
が
困
難
な
の
で
、
半
分
に
折
れ
る

よ
う
な
も
の
に
作
り
替
え
た
ら
ど
う
か

☆
八
月
六
日
（
土
）
百
歳
万
歳
ク
ラ
ブ 

「
緑
陰
サ
ロ
ン
」「
ワ
イ
ン
で
元
気
に
百

歳
」
に
は
青
木
、
保
坂
出
席
予
定
。 

★
八
月
行
事
予
定
の
確
認
と 

 
 
 
 

ニ
ュ
ー
ス
内
容
の
検
討 

★
「
七
月
の
ニ
ュ
ー
ス
作
業
」 

 
 

＊
割
付
・
校
正
七
月
二
十
二
日

（
金
）
午
後
十
三
時 

ボ
ラ
セ
ン 

 
 

＊
印
刷
・
発
送
七
月
二
十
六
日

（
火
）
午
前
十
時 

ボ
ラ
セ
ン 

★
「
八
月
役
員
会
」
二
日(

火)

十
時 

 
 
 
 

ボ
ラ
セ
ン 

司
会 

菅
原 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
責 

山
口 

◆
「
ニ
ュ
ー
ス
【
割
付
／
校
正
】」 

 
 
 

（
六
月
二
十
四
日
・
桜
台
） 

青
木
玲
子 

近
江
勇
吉 

秋
元
婦
み
子 

中
村 

清 

保
坂
武
雄 

菅
原
美
佐
子 

山
口
得
代 

長
谷
川
宏
道 

◆
「
ニ
ュ
ー
ス
【
印
刷
／
発
送
】」 

 
 
 

（
六
月
二
十
七
日
・
練
馬
） 

青
木
玲
子 

石
毛
栄
子 

秋
元
婦
み
子 

今
村
安
江 

近
江
勇
吉 

島
田
フ
サ
子 

葛
谷
豊
子 

小
泉
佳
子 

菅
原
美
佐
子 

小
泉
庄
三 

志
村
松
枝 

高
橋
保
孝 

高
山
節
子 

武
田
怜
子 

中
村 

清 

橋
本 

光 

保
坂
武
雄 

宮
田
頼
子 

山
口
得
代 

 

◆
「
や
す
ら
ぎ
会
」（
七
月
一
日
） 

 

浅
海 

郁 

石
毛
栄
子 

秋
元
婦
み
子 

大
矢
芳
子 

葛
谷
豊
子 

小
野
寺
京
子 

澤
田
正
子 

志
村
松
枝 

島
田
フ
サ
子 

武
田
怜
子 

中
尾
久
子 

西
勝
絹
子 

橋
本 

光 

細
野
愛
子 

松
島
久
米 

安
岡
良
子 

八
巻
祥
子 

十
七
名 

 
◆
「
お
し
め
た
た
み
／
ボ
ラ
」 

 
 
 
 

（
七
月
一
日
・
小
茂
根
） 

 
 
 
 
 
 

高
村
直
子 

鷺
池
聰
子 

池
谷
久
美
子 

 
 

大
久
保
晴
子 
会
員
外
四
名 

 

   

◆
「
お
し
め
た
た
み
／
ボ
ラ
」 

（
七
月
十
五
日
・
小
茂
根
） 

 
 
 
 
 
 

高
村
直
子 

鷺
池
聰
子 

池
谷
久
美
子 

 
 

篠
崎
玲
子 

秋
元
婦
み
子 

菅
原
美
佐
子 

会
員
外
二
名 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
「
き
ら
ら
昼
食
作
り
（
七
月
八
日
） 

 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
六
階 

《
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
三
十
人
分
》 

鷺
池
聰
子 

篠
崎
玲
子 

大
久
保
晴
子 

保
坂
武
雄 

青
木
玲
子 

 

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
何
だ 

④ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
武 

健
好 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
申
請
に
必
要
な
手

続
き
と
書
類
作
成
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
法
人
格
を
取
得
で
き
る
団

体
は
、
「
特
定
非
営
利
活
動
」
を
主
目

的
と
し
て
、次
の 

要
件
を
満
た
す
団
体

で
す
。 

ま
た
、
特
定
非
営
利
活
動
と
は
次
に

あ
げ
る 

十
七
分
野
に
該
当
す
る
活
動

で
、
不
特
定
多
数
の
も
の
の
利
益
の
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
一
つ
の
都
道

府
県
の
み
に
事
務
所
を
設
け
る
場
合
は

そ
の
都
道
府
県
が
申
請
の
窓
口
と
な
り
、

二
つ
以
上
の
都
道
府
県
に
事
務
所
を
設

 

入
会
者 

 

佐
々
木 

明
様 

 

退
会
者 

 

保
利
ム
ツ
エ
様 



6 

 

け
る
場
合
は
内
閣
府
が
申
請
の
窓
口
と

な
り
ま
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
す
る
た
め
に
は
、

設
立
総
会
を
開
催
し
て
、
法
人
の
具
体

的
な
内
容
を
決
定
し
ま
す
。 

次
に
申

請
に
必
要
な
定
款
等
の
書
類
を
つ
く
り
、

十
人
以
上
の
社
員
（
正
会
員
の
こ
と
）

と
、
理
事
三
人
以
上
、
監
事
一
人
以
上

の
役
員
を
決
め
、
所
轄
庁
（
内
閣
府
ま

た
は
都
道
府
県
）
に
届
出
ま
す
。 

定
款
は
、
目
的
、
組
織
、
業
務
執
行

な
ど
に
関
す
る
基
本
的
な
規
則
を
記
載

し
た
書
類
で
す
。
法
人
の
運
営
を
決
定

づ
け
る
も
の
で
す
か
ら
、
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

 

定
款
に
は
次
の
こ
と
を
記
載
し
ま
す
。  

 

一
、
目
的
。 

二
、
名
称
。 

三
、
特
定
非
営
利
活
動
の
種
類
お
よ
び

事
業
の
種
類
。 

四
、
主
た
る
事
務
所
お
よ
び
そ
の
他
の

事
務
所
の
所
在
地
。 

五
、
社
員
（
総
会
で
議
決
権
を
持
つ
者
）

の
資
格
の
得
喪
に
関
す
る
事
項 

六
、
役
員
に
関
す
る
事
項
。 

七
、
会
議
に
関
す
る
事
項
。 

八
、
資
産
に
関
す
る
事
項
。 

九
、
会
計
に
関
す
る
事
項
。 

十
、
事
業
年
度
。 

十
一
、
収
益
事
業
を
行
な
う
場
合
は
、

そ
の
種
類
、
そ
の
他
収
益
事
業

に
関
す
る
事
項
。 

十
二
、
解
散
に
関
す
る
事
項
。 

十
三
、
定
款
の
変
更
に
関
す
る
事
項 

十
四
、
公
告
の
方
法
。 

十
五
、
設
立
当
初
の
役
員
等
。 

形
式
的
に
な
り
が
ち
な
設
立
総
会
も
、

き
ち
ん
と
開
い
て
全
員
の
承
認
を
得
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

所
轄
庁
で
は
法
人
申
請
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
所
轄
庁
に

よ
っ
て
様
式
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
申
請
す
る

所
轄
庁
（
東
京
都
）
の
も
の
を
入
手
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

【
要
件
】 

① 

営
利
を
目
的
と
し
な
い
。 

② 

正
会
員
の
資
格
を
得
喪
に
関
し
て
、

不
当
な
条
件
を
付
さ
な
い
こ
と
。 

③ 

役
員
の
う
ち
報
酬
を
受
け
る
者
の

数
が
、
役
員
総
数
の
三
分
の
一
以

下
で
あ
る
こ
と
。 

④ 

宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
主
目
的

と
し
な
い
こ
と
。 

⑤ 

十
人
以
上
の
正
会
員
を
有
す
る
こ

と
。 

《
十
七
分
野
》 

一
、 

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
増 

二
、 

社
会
教
育
の
推
進 

三
、 

ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

四
、 

文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の 

 
 

振
興 

五
、 

環
境
の
保
全 

六
、 

災
害
救
援
活
動 

七
、 

地
域
安
全
活
動 

八
、 

人
権
の
擁
護･

平
和
の
推
進 

九
、 

国
際
協
力 

十
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成 

十
一
、
子
ど
も
の
健
全
育
成 

十
二
、
情
報
化
社
会
の
発
展 

十
三
、
科
学
技
術
の
発
展 

十
四
、
経
済
活
動
の
活
性
化 

十
五
、
職
業
能
力
の
開
発
、
雇
用
機

会
の
拡
充 

十
六
、
消
費
者
保
護 

十
七
、こ
れ
ら
の
活
動
団
体
の
支
援
、

連
絡  

設
立
す
る
時
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次

の
通
り
で
す
。 

申
請
書
を
揃
え
て
、
東
京
都
に
提
出

す
れ
ば
、
認
証
の
手
続
き
が
始
ま
り
ま

す
。
東
京
都
は
、
申
請
書
を
受
理
し
て

か
ら
四
か
月
以
内
に
認
証
ま
た
は
不
認

証
の
決
定
を
行
い
ま
す
。
提
出
し
た
書

類
の
一
部
は
、
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
二

か
月
間
、
一
般
に
公
開
（
公
告
・
縦
覧
）

さ
れ
ま
す
。
認
証
お
よ
び
不
認
証
の
決

定
は
、
縦
覧
期
間
を
経
て
、
二
か
月
以

内
に
行
わ
れ
ま
す
。 

つ
ま
り
、
申
請
し
て
か
ら
四
か
月
以

内
に
、
認
証
か
不
認
証
か
の
決
定
が
通

知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
認

証
さ
れ
た
場
合
、
認
証
の
通
知
を
受
け

取
っ
て
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
そ
の
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
法
務
局
（
登

記
所
）
で
設
立
の
登
記
を
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。 

登
記
手
続
が
終
了
し
た
ら
、
所
轄
庁

に
設
立
登
記
完
了
届
出
書
を
提
出
し
ま

す
。
そ
の
際
に
は
、
閲
覧
用
資
料
と
し

て
、
定
款
、
設
立
当
初
の
財
産
目
録
お

よ
び
登
記
簿
謄
本
の
写
し
も
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

不
認
証
の
場
合
は
、
そ
の
通
知
に
理

由
が
書
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不
認
証
の
理
由
を
改
善
す
れ
ば
、
再
度

認
証
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、そ
の
決
定
に
不
服
の
場
合
に
は
、

行
政
手
続
法
に
従
っ
て
訴
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

な
お
申
請
書
の
作
り
方
は
、
練
馬
区

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
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こ
こ
に
は 

 

東
京
都
共
同
募
金
会
の 

 
 
 
 
 
 

領
収
書
を
入
れ
る 
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◎
良
い
お
知
ら
せ
！ 

 

来
月
号
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
巻
頭
言
は 

上
西
名
誉
会
長
、
青
木
会
長
の
ほ
か
に 

渡
邊
顧
問
、
保
坂
委
員
、
が
執
筆
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。 

 

■
「
話
の
ひ
ろ
ば
」 

☆
投
稿
の
お
願
い
！ 

 

後
三
年
待
た
ず
し
て
健
生
会
創
立
三 

十
周
年
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の 

時
に
は
二
十
五
周
年
時
と
同
じ
よ
う
に 

記
念
誌
を
出
す
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
皆 

様
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
、
楽
し
い 

出
来
事
、
経
験
。
悲
し
か
っ
た
こ
と
、 

辛
か
っ
た
こ
と
。
こ
ん
な
こ
と
を
皆
様 

に
知
ら
せ
た
い
。
私
は
こ
ん
な
毎
日
を 

送
っ
て
い
る
。
年
を
重
ね
て
か
ら
思
う 

事
、
健
生
会
に
望
む
こ
と
等
、
皆
様
の 

日
常
感
じ
て
い
る
こ
と
を
な
ん
で
も
お 

書
き
く
だ
さ
い
。
原
稿
用
紙
を
入
れ
ま 

す
の
で
ど
う
ぞ
お
使
い
く
だ
さ
い
。
長 

く
お
書
き
く
だ
さ
る
方
は
ご
自
分
の
手 

持
ち
の
原
稿
用
紙
を
足
し
て
く
だ
さ
い
。 

役
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
る
か
、
役
員
に 

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
い
た
だ
い
た
順 

に
ま
ず
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。  

 
 

健
生
会 
役
員
一
同 

 

編 

集 

後 

記 

私
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
関
心
を

持
っ
た
の
は
、
中
学
生
の
時
に
大
学
の

教
会
で
洗
礼
を
受
け
、
高
松
教
授
の
お

宅
で
色
々
な
教
え
を
受
け
、
強
く
影
響

さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
の
為
に
と
思
っ
て

い
る
が
、
結
果
は
自
分
が
し
た
事
へ
の

達
成
感
が
喜
び
と
し
て
自
分
に
返
っ
て

く
る
。 

 

心
の
病
を
持
つ
人
達
と
発
病
の
原
因

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
事
が
あ
る
が
、

そ
れ
が
概
ね
、
失
恋
に
あ
る
こ
と
を
聞

か
さ
れ
て
、
失
恋
が
心
に
与
え
る
影
響

の
大
き
さ
に
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。
反

面
、
人
を
愛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幸
福

な
人
生
を
送
っ
て
い
る
家
庭
が
多
い
と

思
う
の
に
、
心
の
病
の
発
病
が
失
恋
に

起
因
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う

わ
け
で
す
。 

私
は
以
前
か
ら
聖
路
加
病
院
理
事
長

の
日
野
原
先
生
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
俵
萠
子
さ
ん
も
そ
の
一

人
で
す
。
以
前
に
健
生
会
の
皆
さ
ん
と

ご
一
緒
に
群
馬
県
の「
俵
萠
子
美
術
館
」

に
行
っ
た
事
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

す
。 

 
 

Ｍ
・
Ｕ 

▼ ２日 （火）１０：００「役員会」ボランティアセンター 

▼ ３日 （水）１３：３０「シルバー・コーラス」公民館（視聴覚室） 

▼ ５日 （金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター  

▼ ５日 （金）１２：００「やすらぎ会」（お食事会＝かごのや） 

▼ ６日 （土）１３：３０「自彊術｣ 開進第二小学校 

▼１２日 （金） ９：３０「きらら生活支援昼食会」豊玉すこやかセンター ６階 

▼１３日 （土） ７：００「ウオーキング」池袋方面 練馬駅コージーコーナー前集合 

▼１８日 （木）１６：３０「なべさんのワクワク囲碁講座」豊玉すこやかセンター ６階  

▼１９日 （金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼１９日 （金）１０：００「健康連絡会」関保健相談所 

▼２２日 （月）１０：００「ニュース割付・校正」リサイクルセンター 

▼２４日 （水）１０：００「シルバー・コーラス」練馬公民館 

▼２６日 （金）１３：００「ニュース印刷・発送」ボランティアセンター 

 ◎サークル活動：8月のお休み  繭の会  パソコンサロン  革細工の会 

 

◎１１年８月：日付順行事案内 ★印は：チラシ同封 ☆印は：詳細別記◎  


